



Topics in the tendency of children’s odontopathy 
in special needs school: Practical study of effective support 
of dental health care for children with intellectual disabilities. 


















































































































































































































































小学生では22. 7～2 3. 9%、中学生では12. 
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学部では11. 1 %から 11. 1 %と変化はないが、
高等部では8. 7%から0%に減少した。
歯垢（若干の付着）は、小学部では22. 2%から








































































































5 6. 5%から 13. 6%に大きく減少し、中学部が
関12平成25年と平成26年におけるR垢（若子の付着1の割合
前日τrt特支 I 
l軍特支
納 L阜
一番高くなったO 平成25年にはT附特支の歯垢（若
干の付着）の割合が県特支・県の割合を大きく超えて
いたが、平成26年には小学部と高等部で、は県特支・
県の割合よりを下回った。中学部ではまだ県特支・県
の割合を超えているが、小学部中学部高等部ともに
平成26年には平成25年よりも割合が減少した。
＠軽度歯肉炎の状態について
平成25年と平成26年の軽度歯肉炎の割合を学
部ごとに示したものが図13である。
図13をみると、県特支・県における軽度歯肉炎の
割合は、平成26年も平成25年と同様に、小学生よ
り中学生、中学生より高校生の方が若干高くなってい
る。また、中学生高校生においては、県の割合よりも
県特支の方が若干高くなっている。
T附特支においても、小学部より、中学部高等部の
方が軽度歯肉炎の割合が高くなっている。平成25年
には県特支・県の割合を大きく超えていたが小学部中
学部高等部ともに、平成26年には割合が減少した。
小学部は0%になり、中学部と高等部では県特支・県
の割合よりも下回った。
3.実践を通しての変容
( 1）児童生徒の変容
歯科保健討時を通して、児童生徒には次のような変
容そ様子がみられた。
－保健「口の健康について」の授業では、口の中の細
菌の様子を観察することで、口腔内の衛生について
関心をもち、動いた細菌を見て驚くとともに、「こ
れからはしっかりと歯をみがきたしL」と感在、を述
べた。
－染め出し検査を継続して行うことで、自分の磨き残
しの部分が分かり、丁寧に磨く様子がみられた。
－染め出し検査で磨き残した部分に自分で印を付け
たり、歯磨き手順表に「しっかり磨こうマークj
? ー??? ﹈

IV.総合考察
；＜－~象校では、平成24年までにも歯科保働己導を適
宜行ってきていた。今回はそれらに新たな視点を加え
て実践を行った。
ほぼ1年間、児童生徒が歯磨きの必要性を瑚手でき
る学習や活動、調備して自分で取り組むことができる
ような工夫、保護者の意識を高める工夫を行った結果、
歯科検診結果では歯科疾患の害iJ合が減少した。また、
児童生徒、学級担任、保護者においてそれぞれの変容
や歯科保健に実jする意識の向上がみられたことも成果
のーっといえるであろう。
今回の力丸果については、次のように様々な理由が考
えられる。
(1）定期的に染め出し検査を実施したことにより、
児童生徒がEしく丁寧な歯磨きを行うようになり、歯
科疾患の割合の減少につながったO
(2）染め出し検査の結果を児童生徒に対して的龍に
フィードパックを行ったことにより、児童生徒の歯磨
きの仕方に変容がみられ、歯科疾患の割合の減少につ
ながった。
(3）染め出し検査の結果を保護者に対して的確にフ
ィードパックを行ったことにより、児童生徒の家庭に
おける歯磨きの仕方に変容がみられ、歯科疾患の割合
の減少につながった。
( 4）歯科保健に関する保護者への意識蜘起を行った
ことにより、児童生徒の家庭における歯磨きへの意識
や歯磨きの頻度や仕方に変容がみられ、歯科疾患の割
合の減少につながった。
(5）これまでに実施してきた「歯の健康や歯磨きに
ついての学習機会の確保」と「歯磨きの定着と家庭に
繋げる工夫Jを紺続して実施したことにより、定着が
図られ、歯科疾患の割合の減少につながったO
(6）これまでに実施してきた「歯の健蔵や歯磨きに
ついての学習機会の確保jと「歯磨きの定着と家庭に
繋げる工夫」を紺較しして実施したことに加えて、新た
に「定期的な染め出し検査の実施j「染め出し検査の結
果の生徒や保護者に対する的確なフィード、パックj、
「歯科保健に関する保護者への意識喚起jなどの実践
を行ったことにより、総合的な変容がみられ、歯科疾
患の割合の減少につながった。
以上のように、今回の結果からだけではどの支援や
工夫が有効で、あったかlこついて検証するには至らず、
歯科疾患の減少につながる有効な手立てを限定するこ
とは困難てやあった。しかしながら、今回実施した2つ
の視点は有効であったと考える。
－児童生徒が正しく丁寧な歯磨きに対する自覚をも
ち自分で取り組むこと
－保護者の歯科保健に対する意識を高めること
自覚をもって自分で取り組めば、今回の変容でみら
れたように、児童生徒は学校だけではなく家庭におい
ても歯を磨く習慣が身に付く。保護者はその様子を見
て褒め、保護者自身の意識の持続にもつながる。保護
者の意識が高まれば、家庭で歯磨きを促したり、学校
で使用している手順表を活用したり、歯科受診に対し
て関心をもったりするなど、保護者のー層の変容が期
待できる。これらは相互に作用し合い、結果的には児
童生徒の学校での姿が家庭に、そしてまた学校へとつ
ながり、確実な力や姿や習b慣形成につながるというよ
り良し、循環を生み出すといえよう。加えて、これまで
の取組と今回追加した取組を意図的・市断定j的に実践す
ることで、今後も口腔内の異常は減少することが期待
できる。
今後は、歯磨きに抵抗のある児童生徒の実態や障害
の特性に応じた効果的な工夫や支援¢在り方を検言ナす
ることが望まれる。また、養護続宮内学級担任だけの
工夫で終わるのではなく、生活年齢に応じた工夫や支
援、具体的な学習内容明舌動を、学校全体での行事や
授業として位置づけていくことも必要であると考える。
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